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1.はじめに

・コンピュータ科学に関する児童・生徒向けのコンテスト

・コンピュータ科学に関する事前知識がなくても問題を解くことが
可能

-1.1 ビーバーコンテストとは？

by The Japanese Committee for the IOI

コンテストの概要
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対話型問題 非対話型問題

1.はじめに
-1.1 ビーバーコンテストとは？

解答を選択するのではなく

参加者がオブジェクトを操作しその場で試行錯誤でき

それが解答になるもの

~ビーバコンテスト問題 出題の形式~
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選択型：参加者は選択肢から解答を選ぶ形式

文字列入力型：文字列を入力し解答する形式



現在ビーバーコンテスト情報ページで提供している情報/コンテンツの紹介

年度ごとにまとめられた過去問を閲覧できる

過去問ページ

実際に問題を解き、その場で解答が確認できる

2014年度から提供された

「チャレンジしよう！」ページ

1.はじめに
-1.2 ビーバーコンテスト情報ページ(日本)
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「チャレンジしよう！」ページの現状

http://bebras.eplang.jp/

1.はじめに
-1.2 ビーバーコンテスト情報ページ(日本)
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1.はじめに
-1.2 ビーバーコンテスト情報ページ(日本)

・正誤判定が排他的に選択できない点

・HTMLのソースを閲覧することで

   正答が判明してしまう点

「チャレンジしよう！」ページの問題点

毎年コンテストが行われることで

新しい問題が増えるので

チャレンジ問題の更新を行う

毎年発生する作業
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1.はじめに
-1.3 本演習の目的

作業の軽減問題点の解消

・正誤判定が排他的に選択できない点

・HTMLのソースを閲覧することで

   正答が判明してしまう点

「チャレンジしよう！」ページの問題点

毎年コンテストが行われることで

新しい問題が増えるので

チャレンジ問題の更新を行う

毎年発生する作業
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CMS



1.はじめに
-1.4 本演習の内容

CMSとは?

コンテンツ・マネジメント・システム(CMS)は、
Webコンテンツを構成するテキストや画像、レイアウト情報などを一元的に
保存・管理し、サイト構築をソフトウェアで自動的に行うようにしたシステム

 [参照:http://e-words.jp/w/CMS.html]

ビーバーコンテスト情報ページでは

→「チャレンジしよう！」ページ導入により必要な機能が変化
10

「Quick Homepage Maker」



1.はじめに
-1.4 本演習の内容

目的の実現方法

CMSの変更
サイト再構築
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現在の環境は変更できない

ビーバーコンテスト運営体制による制約



1.はじめに
-1.4 本演習の内容

作業の軽減問題点の解消

・正誤判定が排他的に選択できない点

・HTMLのソースを閲覧することで

   正答が判明してしまう点

「チャレンジしよう！」ページの問題点

毎年コンテストが行われることで

新しい問題が増えるので

チャレンジ問題の更新を行う

毎年発生する作業

「チャレンジしよう!」ページの

選択肢部分を半自動生成するシステム
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1.はじめに
-1.４ 本演習の内容
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選択方式にラジオボタンを用いたことで排他的選択を実現

正誤判定が排他的に行えない

2.本演習詳細

「チャレンジしよう！」ページの問題点

-2.1 「チャレンジしよう!」ページの選択肢部分
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正答の選択肢の名前を文字列で保持し，その文字列をhash化すること
で，簡単には正答が分からないように対策

HTMLのソースを見ると正答が分かってしまう

2.本演習詳細

「チャレンジしよう！」ページの問題点

-2.1 「チャレンジしよう!」ページの選択肢部分
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2.本演習詳細
-2.1 「チャレンジしよう!」ページの選択肢部分
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2.本演習詳細
-2.1 「チャレンジしよう!」ページの選択肢部分
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2.本演習詳細

選択肢と解答を入力することで

「チャレンジしよう！」ページの選択肢部分を生成する

ブラウザベースのシステムを試作

-2.2 選択肢部分生成支援システム
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使用言語

動作環境

2.本演習詳細
-2.2 選択肢部分生成支援システム

HTML5 JavaScript

Google Chrome Firefox
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2.本演習詳細

入力例(文字)

-2.2 選択肢部分生成支援システム
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2.本演習詳細

出力例(文字)

-2.2 選択肢部分生成支援システム
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2.本演習詳細

入力例(画像)

-2.2 選択肢部分生成支援システム
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2.本演習詳細

出力例(画像)

-2.2 選択肢部分生成支援システム
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2.本演習詳細

選択肢部分生成支援システムでの

選択肢部分生成のデモ動画を流します

-2.2 選択肢部分生成支援システム
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3.まとめ

実際に選択肢部生成支援システムを使用し
「チャレンジしよう！」サイトを制作した
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作成した過去問サイトの紹介

http://da.tani.cs.chs.nihon-u.ac.jp/Bebras/

3.まとめ
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 ・  文字列入力型への対応

 ・「チャレンジしよう!」サイトの作成も自動化

3.まとめ

     今後の課題
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